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内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

生涯学習のまちづくり基本構想・基本計画

10

担当課

5

教育文化

生涯学習課

社会教育係

22

平成３０年度以降

生涯学習

事業類型 一般

「こまなび」を推進する

4

　60歳以上の市民を対象に、健康で明るく生きがいをもって生きていくために、新しい出会い

や仲間づくりなど幅広い学習の機会を提供する。また地域社会に還元する人づくりを図る。

　2年間にわたる講座を実施　50人×1講座（受講料は2,000円、材料等を必要とする場合は

実費負担）。１回生、２回生。

　内容：歴史・文学・社会生活・自然観察・健康体操等、生活を豊かにしたり仲間と学ぶ楽し

さを発見する内容とした。

　※この事業は、市内４地区（市公民館・東部・北里・味岡）で実施している。

　職員は、ゆうゆう講座の企画・運営事務。ゆうゆう講座修了者の育成・相談事務。
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従事者数

Ｈ21決算額

一般財源

国・県支出金

対前年比

その他財源

人件費

0

2,222

【直接経費の内訳】

講師謝礼 146,000円、消耗品費等 9,116円

◎24年度実施内容

23年度は１回生のみ、24年度は１回生と２回生で実施する。

費用合計
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市民講座受講料　１年２，０００円
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　60歳以上の市民を対象に講座を開設、幅広い学習の機会を提供した。

52

50

49

2 1

H21

―

H22

21

H24H23

成果指標名

応募率

事業の

達成状況

活動指標名

講座数

100

講座

H23

1

1

2

H21

98

人

50

120

100

業業業業

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

績績績績

H22

356事業番号

平平平平

成成成成

２２２２

３３３３

年年年年

６０歳以上の市民の学習機会や、学習者同士の学びあう機会の喪失により、個人の

生きがいのある生活や交流の場が減り、ひいては地域力が停滞する。
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方方方方

向向向向

性性性性

現状維持

判定理由

一次評価のとおり。現状では「現状維持」とするが、同じ人が繰り返し受講するのではなく、

幅広い参加が得られるような事業に見直す必要がある。

改善案等

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

方向性の判定

現状維持

判　定　理　由

今後、学習成果を地域に還元し、更に地域の教育力の向上に貢献するよう促していく

ため、ゆうゆう学級修了生を対象に講座を検討する。

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題等

受講者がゆうゆう学級終了後、得られた知識や技能が地域社会に還元できる仕組み

づくりが必要である。

受講者の事業に対する満足度は高く、生きがいのある生活や交流の場として継続す

べき事業である。

方向性の判定


